
 

 

 

 

 

平成２８年度日米共同統合演習に係る横田基地における訓練について 

 

 

 このことについて、防衛省北関東防衛局より、下記のとおり情報提供がありまし

たので、お知らせします。また、参考資料として平成２８年度日米共同統合演習に

係る報道発表資料を添付します。 

 なお、横田基地周辺市町基地対策連絡会は、平成２８年度日米共同統合演習に係

る横田基地における訓練について、口頭要請を行いましたので、お知らせします。 

 

記 

 

１ 北関東防衛局からの情報提供内容 

 ⑴ 統合後方補給（輸送） 

  ア 実施日 

１１月５日（土）（予備１１月６日（日）） 

  イ 展開部隊名 

第３高射群第１０高射隊（千歳） 

  ウ 規模（人員等） 

(ｱ) 自衛隊 人員約１０名、車両約４両 

（ｲ） 米軍  Ｃ－１７輸送機 １機 

 

⑵ 空挺降投下訓練 ※実降投下予定なし。 

  ア 実施日 
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１０月３１日（月）及び１１月１日（火）、１１月７日（月）から１１月

９日（水）まで（予備１１月１０日（木）） 

イ 展開部隊名 

中央即応集団 陸上自衛隊第１空挺団（習志野） 

  ウ 規模（人員等） 

(ｱ) 事前教育 

ａ 自衛隊 人員約２０名、車両約５両 

ｂ 米軍  人員約１０名 

(ｲ) 重物料梱包、搭載（点検） 

ａ 自衛隊 人員約２０名、車両約５両 

ｂ 米軍  人員約１０名、Ｃ－１３０輸送機 ２機 

 

⑶ 航空救難（相互研修） 

  ア 実施日 

１１月７日（月）から１１月１０日（木）まで 

※うち８日（火）及び９日（水）において夜間飛行を予定（午後５時１５ 

分から午後８時１５分（最大）まで） 

イ 展開部隊名 

小松救難隊（小松） 

ウ 規模（人員等） 

（ｱ） 自衛隊 人員約８名 

(ｲ)  米軍  人員約１０名、ＵＨ－１ １機 

 

⑷ 共同基地警備 

ア 実施日 

１１月４日（金）及び１１月５日（土） 

  イ 展開部隊名 

横田基地所在部隊で実施 



ウ 規模（人員等） 

（ｱ） 自衛隊 人員約１５名 

（ｲ） 米軍  人員約１５名 

 

⑸ 通信訓練 

  ア 実施日 

１１月１日（火）及び１１月２日（水） 

  イ 展開部隊名 

航空システム通信隊移動通信群第１移動通信隊（熊谷） 

  ウ 規模（人員等） 

人員約１０名、車両約４両 

 

※訓練予定については、天候等の都合で変更となることもあります。 

 

２ 口頭要請内容 

⑴ 要請日 

   平成２８年１０月２５日（火） 

⑵ 要請先 

   北関東防衛局長 

⑶ 要請内容 

   横田基地における訓練実施に当たり、下記事項について、訓練に関わる自衛 

隊に周知するとともに、米軍横田基地に申し入れるよう要請いたします。 

ア 騒音が大幅に増加することがないよう周辺住民に十分配慮すること。 

イ 市街地上空での低空・旋回訓練は行わないこと。 

ウ 基地外に影響を及ぼさないよう安全対策に努めること。 

 



 

 

 

 

（お知らせ）             

２８． １０． ２１ 

   統 合 幕 僚 監 部 

 

平成２８年度日米共同統合演習（実動演習）  

   「Ｋｅｅｎ  Ｓｗｏｒｄ１７／２８ＦＴＸ」について 

 

 

自衛隊と米軍は、下記のとおり平成２８年度日米共同統合演習（実動演習）を実施します。 

 

記 

 

１ 演習の目的 

武力攻撃事態及び武力攻撃予測事態における島しょ防衛を含む自衛隊の統合運用要領及
び米軍との共同対処要領並びに重要影響事態における対応措置要領を演練し、その能力の
維持・向上を図る。 

 

２ 実施時期 

平成２８年１０月３０日（日）～１１月１１日（金） 

 

３ 実施場所 

我が国周辺海空域、自衛隊基地及び在日米軍基地並びにアメリカ合衆国グアム、北マ

リアナ諸島自治連邦区及びその周辺海空域等 

 

４ 統裁官 

(1)   自衛隊 ： 統 合 幕 僚 長 海  将   河野 克俊 

(2)   米 軍 ： 在日米軍司令官 空軍中将   ジェリー Ｐ．マルティネス 

 

５ 主要演練項目 

（１）水陸両用作戦 

（２）複合的な経空脅威への対処 

（３）日米共同による空域及び海域を防衛するための作戦 

（４）重要影響事態における捜索救助活動 

 

６ 演習参加部隊等 

(1) 自衛隊 

ア 統合幕僚監部、陸上幕僚監部、海上幕僚監部、航空幕僚監部及び情報本部 

イ 陸上自衛隊 

 各方面隊、中央即応集団等 

   ウ 海上自衛隊 

自衛艦隊、佐世保地方隊等 
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    エ 航空自衛隊 

航空総隊、航空支援集団等 

  オ 共同の部隊及び機関 

    自衛隊指揮通信システム隊、自衛隊中央病院及び自衛隊呉病院 

(2) 米 軍 

      在日米軍司令部、第５空軍、在日米海軍、在日米陸軍、第３海兵遠征軍及び 

第７水陸両用艦隊等 

 (3)  その他 

英軍、豪軍、加軍及び韓国軍からオブザーバー参加を受け入れ予定 

 

７ 演習参加規模 

（１）自衛隊：人員約２５，０００名、艦艇等約２０隻、航空機約２６０機 

（２）米 軍：人員約１１，０００名 

 

８ その他 

  日米共同統合演習は昭和６０年度に開始され、概ね毎年、実動演習と指揮所演習を

交互に実施。実動演習は今年度で１３回目である。 

 

【問い合わせ先】 

統合幕僚監部 副報道官 水関３佐 

（０３（３２６８）３１１１  内線：３００５６） 
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